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平成２５年度各会計予算案の大綱 

 

次に、平成２５年度各会計予算案の大綱についてご説明申し上げます。 

 

平成２５年度予算は、「滝川市総合計画」の２年次目であり、これまでの取り組みの進捗や課

題を検証の上、将来都市像を実現するための基本目標の推進に向け事務・事業の効率化を図ると

ともに、緊急度・重要度を鑑み事業の取捨選択・重点化を行い編成したものです。 

現年収納率９７．９％を目指した市税の確保、計画的な公債費の縮減などにより、引き続き、

市全体の財政の健全性を維持しつつ、今後とも将来世代に負担を極力先送りしないよう努めると

ともに、市政執行方針で申し上げました７つの柱に基づき、予算を計上しました。 

 

この結果、 

 

一般会計 ２０２億 ５００万円 

特別会計 １１６億 ５,０４１万円 

下水道事業会計支出  ２３億 ４２３万円 

病院事業会計支出  ７５億 ９,８５２万円 

 

となり、各会計の歳出総額は４１７億５,８１６万円で、平成２４年度予算と比較して、１．１％

の減、金額では４億５,９４７万円の減となりました。 

 

次に、会計別の概要を申し上げます。 

 

一般会計におきましては、国の経済対策により有利な財源を活用し、地域経済の活性化を図る

ため、道路新設改良事業や小中学校の耐震化事業などの公共事業を平成２４年度予算に前倒しし

て補正を行うなどにより、 

  予算額 ２０２億５００万円で、前年度比０．９％減となっています。 

性質別にみますと、 

人件費については、退職手当組合納付金の精算による増などにより、 

  予算額 ３８億７４１万円で、前年度比１．０％増 

扶助費は、介護給付費扶助の増などにより、 

  予算額 ３４億７,５５３万円で、前年度比１．０％増 

建設事業費は、先に申し上げましたが、平成２４年度予算に前倒しして補正を行うなどにより、 

  予算額 ４億６,８５７万円で、前年度比４１．１％減 

公債費は、地方債償還金利子の減により、 

  予算額 ２１億７,８１８万円で、前年度比０．６％減となっています。 

 

次に、国民健康保険特別会計におきましては、保険給付費の減などにより、 

  予算額 ５４億７,３７４万円で、前年度比１．４％減 

公営住宅事業特別会計におきましては、建て替え事業費の増などにより、 
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  予算額 ８億７,１２７万円で、前年度比１３．８％増 

介護保険特別会計におきましては、 

保険事業勘定が、財政安定化基金交付金の廃止などにより、 

予算額 ３３億４,６６２万円で、前年度比１．５％減 

介護サービス事業勘定が、施設利用者の増により、 

予算額 １４億２,３３１万円で、前年度比０．６％増 

介護保険特別会計総体で、 

  予算額 ４７億６,９９３万円で、前年度比０．９％減 

後期高齢者医療特別会計におきましては、広域連合納付金の増などにより、 

予算額 ５億３,５４７万円で、前年度比０．６％増  

下水道事業会計におきましては、企業債償還の減及び建設改良費を平成２４年度に前倒しして補

正を行うことなどにより、 

  支出額 ２３億４２３万円で、前年度比９．２％減  

病院事業会計におきましては、企業債償還の減などにより、 

  支出額 ７５億９,８５２万円で、前年度比０．４％減となりました。 

 

次に、普通建設事業費の全体予算について、各会計毎にご説明申し上げます。 

 

一般会計では、 

東滝川地域体育館増築・消防第四分団詰所建替工事費 １億 ６,４３３万円  

土地開発公社公有地取得費 １億 １,３３０万円  

などを含め、総額で ４億 ６,８５７万円  

公営住宅事業特別会計では、 ５億 １,０１３万円  

下水道事業会計では、 １億 ３,３８９万円  

病院事業会計では、  ７,９９６万円  

全体で前年度比２０．０％減の １１億 ９,２５５万円 を計上しました。 

 

引き続き、施策の主なものについて、ご説明申し上げます。 

 

はじめに、｢元気な産業と活力あるまちづくり｣についてです。 

農業を起点とした元気な地域産業づくりについては、 

総合的な補助制度として、 

元気な農業づくり補助金 ２４０万円 

北海道立畜産試験場滝川試験地跡地利用を推進するため、 

  畜産試験場跡地利用対策費 １０９万円 を計上しました。 

持続可能な農業のための生産基盤・体制の確立については、 

新規就農者の受け入れサポート体制を強化するため、 

新規就農者支援助成金 ９３万円 

意欲にあふれ能力の高い優れた担い手を育成するため、 

滝川農業塾補助金 ２００万円 
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農業生産法人の育成を図るため、 

  農業生産法人の育成 ３０万円 

農業生産基盤や基幹農業水利施設の整備を進めるため、 

道営土地改良事業負担金 ４，４６５万円 を計上しました。 

力強い産業の育成・雇用の推進については、 

新卒未就職者を対象に民間企業への就職支援となるよう、 

ワークシェアリングの実施 ２６１万円 

障がい者を対象に民間企業への就職支援となるよう、 

  障がい者雇用の実施 ３９１万円 

国の「緊急雇用創出推進事業」を活用し、 

  重点分野雇用創造事業費 ２,０２３万円 

地域産業の活性化と企業誘致を推進するため、 

滝川市産業活性化協議会負担金 ３５０万円 

滝川産の農産物の付加価値向上のため、 

食のブランド開発補助金 １７０万円 を計上しました。 

新たな産業の育成については、 

自然エネルギーの活用を促進するため、 

住宅用太陽光発電導入支援補助金 ２００万円 を計上しました。 

 

 

次に、「豊かな資源を活かした魅力あふれるまちづくり」についてです。 

地域自ら取り組む地域振興事業の推進については、 

コミュニティの維持と災害対策の強化を図るため、 

東滝川地域体育館増築・消防第四分団詰所建替工事 １億６,４３３万円 

江部乙地区の商工業の存続と地域住民サービスの維持を図るため、 

 江部乙地区商工業振興施策調査検討事業委託料 ２４０万円 を計上しました。 

集客・交流事業の推進については、 

観光客の誘致により観光事業の振興を図るため、 

  たきかわ観光協会補助金 １,０８０万円 を計上しました。 

国際化の推進については、 

モンゴル国の農業支援のため、 

自治体職員協力交流事業費 ５５３万円 

自治体国際協力促進事業補助金 ３００万円 を計上しました。 

 

 

次に、「機能的な生活基盤の充実したまちづくり」についてです。 

コンパクトで機能的な都市の形成については、 

滝川市公共施設マネジメント方針に基づき公共施設の複合化・集約化を進めるため、 

ストックマネジメント推進事業費 １５０万円 
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町内会が管理している街路灯の電気料の削減効果が大きいＬＥＤ灯への切り替えを促進するため、 

  街路灯設置費補助金 １,１３４万円 

都市環状軸の形成に向けた都市計画街路西二号通の整備を実施するための計画策定として、 

泉町地区土地区画整理事業費 １,７２９万円 

最終処分場の第２期造成時期を明確にするため、 

  最終処分場残余容量調査業務委託料 １４７万円 を計上しました。 

公共事業の実施については、 

安心で暮らしやすい住環境づくりを目指すため、東町団地１棟目建設工事など、 

公営住宅建替・改善事業費 ４億９,０４８万円 

子供からお年寄りまで利用できる地域の公園を整備するため、北電公園遊具改築工事など、 

公園緑地造成事業費 ４,５２４万円 

旧合流式下水道区域の分流化工事として、 

  下水道合流改善事業費 ６,３００万円 

下水道整備のため、 

下水道整備事業費 １,７３５万円 

農村地域における生活環境を改善するため、 

個別排水処理事業費 ８８０万円 を計上しました。 

賑わいのある中心市街地の活性化については 

商店街に「人を歩かせ」、「引き込む」事業を支援するため、 

  商店街等賑わいづくり事業補助金 １００万円 

中心市街地における商業機能のあり方に関するアイディア抽出及びソフト事業の展開に向けて、 

商業自主研究グループ活動助成事業補助金 １０万円 

中心市街地における賑わいづくりの拠点としての機能を支援するため、 

空き店舗対策拠点事業補助金 １００万円 を計上しました。 

住宅ストックの適正管理については、 

既存住宅ストックの有効活用と住宅産業の活性化のため、 

  滝川市住み替え促進事業 １,２１８万円 

住宅の耐震改修やバリアフリー改修、断熱改修を促進するため、 

  住宅改修支援事業補助金 ２,７６０万円 を計上しました。 

 

 

次に、「誰もが住みよい安全安心なまちづくり」についてです。 

バリアフリー化の推進については、 

滝川駅前広場の再整備を行い、バリアフリー化を実施するための調査や実施設計として、 

  駅前広場整備事業費 ２,０４８万円 を計上しました。 

地域福祉・自立支援の充実については、 

在宅介護の対象者を拡大して、 

  家族介護用品支給事業費 １６４万円 

歩行に支障のある重度の要介護認定者の対象を拡大して、 

  リフト付きタクシー等助成事業費 ４６万円 を計上しました。 
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安心して暮らせる保健・医療環境の充実については、 

「第２次健康たきかわ２１アクションプラン」の初年度に当たり、 

  健康たきかわ２１スタートアップ事業 ４２万円 

障がい児または現存する疾患に係る医療を行わなければ将来障がいを残すと認められる児童に

対し、必要な医療給付を行うため、 

  育成医療 １５０万円 

入院を必要とする出生時２，０００ｇ以下の新生児医療費の給付を行うため、 

  未熟児養育医療 ５４１万円 

生活習慣病を予防する目的により、 

  国民健康保険加入者の特定健康診査自己負担金無料化 ２４０万円 を計上しました。 

災害に強いまちづくり事業については、 

非常対策を迅速に行うため、 

  防災作業車購入費 ７１４万円 

消防・救急救助体制を整備し、充実するため、 

  滝川地区広域消防事務組合負担金 ６億３,００１万円 

  消防活動支援等事業交付金 ３０万円 を計上しました。 

 

 

次に、「未来へはばたく子どもたちを育むまちづくり」についてです。 

滝川市で教育を受けさせたいと思われる環境づくりについては、 

少人数学級制度の拡充を図るため、 

  ３５人以下学級の拡充 １,４４９万円 

きめ細やかな指導や支援の充実を図るため、 

  学校サポート事業費 １,００９万円 

学校の伝統を活かした特色や魅力をつくるため、 

  学校の魅力づくり事業補助金 １００万円 

子どもたちに「食を大切にする心」を育んでいくため、 

  食育ファーム事業 ３５万円 

子どもたちがエネルギーと食の重要性について「楽しく学べる」ため、 

  夏休み 滝川わくわく食育・エネルギー育学校事業 １６０万円 を計上しました。 

 

 

次に、「市民が活躍するまちづくり」についてです。 

市民が生きがいを持って活躍する地域づくりについては、 

「まち自慢のパークゴルフ場」の整備に向け、 

  パークゴルフ場実施設計委託料 ７１４万円 

プロ野球イースタンリーグ公式戦を誘致するため、 

  市営球場整備事業費 ２８４万円 

郷土出身の日本画壇を代表する岩橋英遠の生誕１１０年を記念して、 
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  「生誕１１０年記念 岩橋英遠展」実行委員会補助金 ４１３万円 を計上しました。 

市民活動の推進については、 

市民自らの発想や行動力を生かした「市民力」による魅力あるまちづくりを支援するため、 

  未来へつなぐ市民力推進事業補助金 ３００万円 を計上しました。 

町内会活動の推進については、 

町内会連合会及び単位町内会が行う「ふれあいを深める活動」などのため、 

  滝川市町内会等活動促進事業補助金 １００万円 を計上しました。 

 

 

次に、「効率的な行政運営によるまちづくり」についてです。 

議会中継の導入については、 

市議会をより身近なものとするため、 

  インターネット議会中継費 １０１万円 を計上しました。 

戸籍事務の広域化については、 

中空知５市５町による共同事業として、 

  中空知広域圏戸籍総合管理システム共同運用費  ６,８９５万円 を計上しました。 

汚泥等処理（ＭＩＣＳ）事業については、 

し尿などの効果的な処理の促進を一層図るため、 

  汚泥等処理（ＭＩＣＳ）事業交付金ほか １億６,６２４万円 を計上しました。 

第三セクター等の経営健全化については、 

土地開発公社が先行取得した公有地を取得し、将来負担を軽減するため、 

  公有財産購入費 １億１,３３０万円 

個別事業の見直し、経費節減などによる経営改善を促進し第三セクター等の経営を支援するため、 

  土地開発公社貸付金 １０億１,０００万円 

  滝川振興公社貸付金 ６億５,３００万円 

  滝川グリーンズ貸付金 ３,５８０万円 を計上しました。 

 

次に、これらに見合う平成２５年度一般会計歳入の主なものについてです。 

市税については、現年収納率９７．９％、滞納繰越分１１．６％、合わせて８７．４％の収納

率を確保する予算となっています。景気低迷による個人所得の減少も引き続き影響を及ぼすと予

想されるものの、平成２４年度の決算見込みにより個人市民税を増額で見込みました。また、市

たばこ税は、健康志向によるたばこ離れなどから消費本数は大きく減少すると予想されますが、

道たばこ税との調整に伴う税率改正により増額を見込み、市税総額として、 

対前年１,２４３万円増の ４２億３,２２３万円 

地方交付税については、普通交付税、特別交付税を合わせて、 

  対前年１,０９７万円増の ７３億２,１５７万円 

 

その他の歳入といたしまして、 

  国庫支出金   ２５億２,９９６万円 
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  道支出金     ９億  ３９４万円 

  市債       ８億９,８０５万円  を計上しました。 

 

基金繰入金については、対前年１,０２８万円減の５億１,４２２万円を計上しております。 

 

以上、平成２５年度の各会計予算案の大綱について申し上げました。 

厳しい財政状況の中ではありますが、公共事業の実施だけではなく、戸籍事務の広域化や土地

開発公社の解散に向けた取り組みなど将来負担の軽減に努める予算としました。市民の皆様、市

議会議員の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げ、慎重なるご審議と適切なるご決定を

いただきますよう重ねてお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


